


　
杉
文（
後
の
美
和
子
）は
、長
州
藩
士
・
杉
百

合
之
助
の
四
女
で
、天
保
一
四
年（
一
八
四

三
）の
生
ま
れ
。松
陰
と
は
年
が
一
五
歳
離
れ

て
い
る
。杉
家
は
三
男
四
女
の
七
人
兄
弟
で
、

暮
ら
し
ぶ
り
は
質
素
だ
っ
た
が
、学
問
を
尊

ぶ
家
風
だ
っ
た
と
い
う
。文
の
母
・
滝
は
、子

供
の
躾
に
は
う
る
さ
く
な
か
っ
た
も
の
の
、

女
性
は
忍
耐
強
く
あ
れ
と
の
考
え
を
持
っ
て

い
た
。ま
た
、滝
本
人
が
無
学
で
苦
労
し
た
こ

と
か
ら
、娘
た
ち
に
は
、読
み
書
き
を
し
っ
か

り
習
得
す
る
よ
う
に
指
導
し
た
。

　
滝
は
、娘
が
家
事
や
内
職
で
働
い
て
い
る

と
、働
く
の
も
大
切
だ
が
、子
供
の
教
育
は

も
っ
と
大
切
だ
、と
説
い
た
と
い
う
。ま
た
、滝

は
前
向
き
な
性
格
で
、家
族
を
笑
わ
せ
る
こ
と

が
好
き
な
陽
気
な
女
性
だ
っ
た
。苦
労
す
る
こ

と
が
あ
っ
て
も
そ
れ
を
顔
に
出
さ
ず
、明
る
く

振
る
舞
い
、家
庭
内
が
円
満
で
あ
っ
た
と
、後

年
に
文
が
述
懐
し
て
い
る
。一
方
、父
の
百
合

之
助
は
、無
駄
話
を
す
る
よ
り
本
を
読
め
と
息

子
た
ち
に
指
導
し
た
。父
が
家
に
い
る
時
は
、

家
内
に
厳
格
な
空
気
が
漂
っ
て
い
た
と
い
う
。

厳
し
い
指
導
は
、百
合
之
助
と
叔
父
の
玉
木
文

之
進（
松
下
村
塾
の
創
始
者
）共
通
の
教
育
方

針
で
、と
く
に
文
之
進
の
教
育
は
松
陰
に
多
大

な
影
響
を
与
え
た
。

高さ3.7m、幅2.3mの巨大な石碑。松陰の熱意が明治維
新の原動力となったことを後世に伝えている。碑文は山口
県出身の元内閣総理大臣・故佐藤栄作氏の筆によるもの。

明
治
維
新
胎
動
之
地
の
碑

（
松
陰
神
社
内
）

す
ぎ

ゆ

り

の
す
け

幕
末
・
明
治
の
動
乱
期
を
見
届
け
た
女
性
・
文
の
生
涯

文と松陰を育んだ杉家の家風
文政 11年 （1828）
天保 元年 （1830）
天保 3年 （1832）
天保 5年 （1834）

6年 （1835）
10年 （1838）
11年 （1840）
12年 （1841） 

 14年 （1843）
弘化 2年 （1845）
嘉永 2年 （1849）

3年 （1850）
4年 （1851）

5年 （1852）
6年 （1853）

安政 元年 （1854)

2年 （1855）
3年 （1856）
4年 （1857）
5年 （1858）

 6月

   1月(閏)

 10月

 3月
 12月
 12月
 5月
 6月
   8月ころ
 3月 3日
 3月 27日
 4月 15日
 9月 18日
 10月
 12月

 12月
 4月
 6月
 8月
 9月

1歳

15歳

杉百合野之助と滝の長男梅太郎生まれる 
次男虎之助（吉田松陰）生まれる  
長女千代生まれる  
吉田大輔の病中仮養子となる
吉田家を継ぐ  
次女寿生まれる  
藩主慶親に『武教全書』を進講
三女艶生まれる  
四女文生まれる  
三男敏三郎生まれる 
日本海沿岸の防備を視察  
長崎・平戸・熊本へ遊学  
江戸へ軍学稽古のために上る 
脱藩。翌年4月にかけて東北を視察  
藩士の籍を剥奪、家禄没収される  
四国、関西をへて江戸へ  
浦賀にペリー来航。松蔭、黒船を見る  
寿と小田村伊之助（のち楫取素彦）結婚
日米和新条約締結  
下田のペリー艦隊に密航を求めるが失敗  
江戸伝馬町獄に投獄される  
萩での蟄居を命じられる  
萩に護送、野山獄に投獄  
野山獄を出獄、杉家にて幽囚
松下村塾を主宰
文、久坂玄瑞と結婚
伊井直弼、大老となる 
日米修好通商条約調印  
戌午の密勅 
安政の大獄はじまる 

安政 5年 （1858）

 6年 （1859）

万延 元年 （1860）
文久 2年 （1862）
 3年 （1863）

元治 元年 （1864）

慶応 元年 （1865）
2年 （1866）

3年 （1867）

明治 7年 （1874）
明治 9年 （1876）

14年 （1881）
15年 （1882）
16年 （1883）
22年 （1889）
23年 （1890）
40年 （1907）

大正 元年 （1912）
大正 10年 （1921）

11月 
12月
 5月
 10月
 10月 
 3月
 11月
 1月 5日
5月 10日
 8月 18日
 7月 19日
 7月 23日
 8月 5日
 12月
 8月 29日
 6月 7日
 12月 25日
 10月 14日
 12月 9日

 10月 28日

 1月 30日

 5月 3日

 8月 23日
 10月 3日
 8月 14日

21歳
　

22歳

23歳

34歳

39歳

41歳

71歳
79歳

間部詮勝暗殺を計画
野山獄に再度投獄
江戸へ護送。7月9日、伝馬町獄へ投獄 
『留魂録』を書き上げる 
伝馬町獄にて斬首  
桜田門外の変  
安政の大獄大赦令、松蔭復権
松蔭の遺骸を若林に改葬  
長州藩、関門海峡で外国船を砲撃  
八月十八日の政変、長洲藩、京都追放  
禁門の変。久坂玄瑞、自刃  
第一次幕長戦争（～12月27日）  
四カ国連合艦隊、下関を砲撃（～8日） 
長州藩、「正義派」「俗論党」間で内戦（～3月） 
父百合之助、病没  
第二次幕長戦争（～ 9月2日） 
孝明天皇崩御  
大政奉還を申し出る 
王政復古  
『留魂録』、楫取に届けられる 
萩の乱。吉田小太郎、玉木正誼ら戦死。 
11月6日、玉木文之進自刃  
楫取寿、病没
世田谷に松蔭神社創建  
楫取素彦、文（美和子）と再婚
松蔭に正四位追贈
母滝、病没 
萩に松蔭神社創建  
楫取素彦、没 
楫取文（美和子）、没

文
と
松
蔭
、幕
末
か
ら
明
治
の
略
年
表

年　号 文の
年齢 主な出来事（※は松蔭の出来事）
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年　号 文の
年齢 主な出来事（※は松蔭の出来事）

幕
末
・
明
治
の
動
乱
期
を
見
届
け
た
女
性
・
文
の
生
涯

 〔萩博物館所蔵〕
か とりもとひ こ

前列左から楫取素彦、文。文は安政4年（1857）に松
陰の弟子・久坂玄瑞と15歳で結婚、玄瑞が元治元
年（1864）に禁門の変で敗れた責任を取り自刃、文
は未亡人となり、明治16年（1882）に楫取（旧名は
小田村伊之助）と再婚した。吉田松
陰は楫取に全幅の信頼を寄せて
おり、安政6年（1859）に江戸
の獄舎送りになった時、楫取
に松下村塾を託した。

文と楫取素彦

お だ む ら い の す け

くさかげんずい

滝杉
合
之
助（
常
道
）

大
助

梅
太
郎

松
蔭（
寅
次
郎
）

松
蔭（
寅
次
郎
）

千
代

寿艶（
早
世
）

文
敏
三
郎

文
之
進

乙
女

（
吉
田
家
に
養
子
に
）

（
玉
木
家
に
養
子
に
）

松蔭・文の略図

ふ み

2015年のNHK大河ドラマ「花燃ゆ」の主人公は、吉

田松陰の妹・文。幕末から明治にかけての動乱期に、

吉田松陰の高弟だった久坂玄瑞と盟友の楫取素彦

の妻となり、奇しくも歴史の渦中に身を置くこととな

る。歴史上の人物を陰から支え、時代の変遷を見届

けた女性の生涯を描いている。

吉田松陰の妹 文

吉田松陰生家の古図〔松陰先生絵伝より・山口県文書館蔵〕

吉田松陰生誕の碑（山口県萩市椿東）

吉田松陰肖像画 
吉田松陰（生没：1830 ～1859）
〔山口県文書館蔵〕

NHK大河ドラマ

杉家旧宅 
（萩市椿東、松陰神社内）
松蔭の実家は、木造
瓦葺きで平屋建ての
質素な建物だった。 

松陰先生の産湯の井（萩市椿東）

吉田松陰生家の古図〔松陰先生絵伝より・山口県文書館蔵〕

母・滝の肖像画
（生没：1843～1921）
〔山口県文書館蔵〕

松陰（中央）、久坂玄瑞（右） 、高杉晋作（左）の銅像
（萩市大字椿、道の駅萩往還）

０３ ０２０２



日
本
各
地
で
見
聞
を
広
げ
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

脱
藩
し
て
東
北
視
察
を
強
行

萩博物館 ̶ i n f o r m a t i o n̶
大河ドラマ関連特設展示室
兄松蔭と妹文̶杉家の家族愛̶
平成26年11月8日（土）～平成28年９月4日（日）
松蔭と両親・兄弟姉妹の家族愛を、手紙から読み取
ることができます。杉家から寄贈された吉田松陰
の書簡全59通、文（後の楫取美和子）の書簡を、６
回程度の展示替えによりすべてを展示します。ま
た、文の直筆の書や、久坂玄瑞が文に送った手紙
「涙袖帖」を期間限定で公開します。
詳しくは萩博物館のホームページをご覧ください。
www.city.hagi.lg.jp/hagihaku/

宮部鼎蔵の銅像
（熊本県御船町）
（生没：1820～1864）
宮部は山鹿流兵学を学んで
おり、松蔭が九州遊学の時に
知り合い、東北遊学に同行、
親交を深めた。安政元年（1854）にペリー艦隊が2度目の来航時の模様を描いた。

松蔭は、不平等条約が結ばれることを憂慮し、憂国の思いが強くなっていた。

や
ま
が
そ
こ
う

よ
し
ち
か

た
か
ち
か

　
松
陰
は
、五
歳
に
な
っ
た
時
に
、叔
父
の
吉

田
大
助（
百
合
之
助
の
弟
）の
養
子
に
な
っ

た
。大
助
の
病
が
重
く
寿
命
が
迫
っ
て
い
た

た
め
、松
陰
が
吉
田
家
の
跡
を
継
ぐ
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。吉
田
家
は
山
鹿
素
行
が

完
成
さ
せ
た
山
鹿
流
兵
学
を
継
承
す
る
家
柄

で
、長
州
藩
校
・
明
倫
館
で
家
伝
の
兵
学
を
講

義
す
る
師
範
役
を
担
っ
て
い
た
。大
助
は
ほ

ど
な
く
死
去
し
、松
陰
は
兵
学
師
範
を
継
ぐ

将
来
が
決
定
づ
け
ら
れ
、父
と
叔
父
の
玉
木

文
之
進
か
ら
学
問
の
英
才
教
育
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
。他
の
子
供
た
ち
の
よ
う
に
、寺
子

屋
で
集
団
生
活
を
し
な
が
ら
学
ぶ
の
で
は
な

く
、一
刻
も
早
く
専
門
知
識
を
身
に
着
け
る

た
め
教
師
と
一
対
一
の
教
育
を
受
け
た
た

め
、松
陰
に
は
幼
な
じ
み
や
学
友
が
い
な

か
っ
た
。

　
父
の
百
合
之
助
は
熱
心
な
天
皇
崇
拝
者
で

あ
っ
た
た
め
、子
供
た
ち
に
皇
室
に
尽
く
す

よ
う
教
え
、松
陰
は
そ
の
影
響
を
受
け
て

育
っ
た
の
で
あ
る
。松
陰
は
、幕
政
を
批
判

し
、天
皇
を
中
心
と
す
る
国
家
体
制
が
望
ま

し
い
と
す
る
思
想
を
持
っ
て
い
た
が
、そ
れ

に
は
父
の
教
育
が
背
景
に
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。叔
父
の
玉
木
文
之
進
は
兵
学
の
専

門
家
で
、松
陰
を
熱
心
に
教
育
し
た
。文
之
進

は
百
合
之
助
よ
り
六
歳
下
の
弟
で
、十
一
歳

の
時
に
玉
木
家
の
養
子
と
な
っ
た
。学
問
中

に
松
陰
が
首
を
傾
げ
た
り
、わ
き
見
な
ど
集

中
力
を
欠
く
と
、教
科
書
を
奪
い
取
り
窓
か

ら
放
り
投
げ
る
と
い
っ
た
乱
暴
な
指
導
も

あ
っ
た
と
い
う
。こ
の
よ
う
な
ス
パ
ル
タ
教

育
を
受
け
、学
問
の
素
養
が
あ
っ
た
松
陰
は
、

天
保
九
年（
一
八
三
八
）、数
え
年
九
歳
で
裃

を
着
け
教
授
見
習
い
と
し
て
明
倫
館
に
出
勤

し
た
。天
保
十
一
年（
一
八
四
〇
）に
は
藩
主

の
毛
利
慶
親（
後
の
敬
親
）に
軍
学
を
進
講
、

慶
親
は
松
陰
を
目
に
か
け
、し
ば
し
ば
呼
び

寄
せ
て
講
義
を
さ
せ
た
。松
陰
は
萩
城
下
で

有
名
と
な
り
、将
来
を
嘱
望
さ
れ
る
人
材
と

期
待
さ
れ
た
。

　
松
陰
は
十
一
歳
か
ら
藩
主
の
前
で
講
義
を

し
、十
九
歳
か
ら
は
山
鹿
流
兵
学
者
と
し
て

独
立
す
る
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
出
世
を
遂
げ
た

が
、そ
れ
は
萩
城
下
で
の
業
績
に
過
ぎ
ず
、外

の
世
界
を
知
ら
な
い
ま
ま
の
秀
才
だ
っ
た
。

松
陰
は
、嘉
永
二
年（
一
八
四
九
）に
藩
命
で

日
本
海
に
面
す
る
長
門
や
下
関
の
海
岸
線
を

視
察
す
る
機
会
を
得
た
。こ
の
視
察
旅
行
に

刺
激
を
受
け
た
松
陰
は
、自
ら
進
ん
で
各
地

に
赴
く
。九
州
、江
戸
で
の
遊
学
を
終
え
、国

防
へ
の
関
心
が
よ
り
一
層
高
ま
っ
た
松
陰

は
、ロ
シ
ア
船
が
横
行
す
る
東
北
の
海
防
状

況
に
強
い
関
心
を
示
し
、藩
か
ら
許
可
を
得

た
。嘉
永
四
年（
一
八
五
一
）十
二
月
十
五
日

の
出
発
日
を
迎
え
た
が
、理
由
は
判
然
と
し

な
い
が
藩
か
ら
通
行
許
可
書
が
発
行
さ
れ
な

い
。担
当
官
は
出
発
を
延
期
す
る
よ
う
指
示

し
た
が
、松
陰
は
従
わ
ず
、藩
の
許
可
を
得
ず

に
脱
藩
の
形
で
視
察
を
強
行
し
た
。

　
松
陰
は
翌
年
四
月
に
東
北
視
察
を
終
え
江

戸
に
戻
る
と
、藩
士
の
身
分
は
く
奪
、家
禄
没

収
の
咎
め
を
受
け
る
。し
か
し
、藩
は
松
陰
に

対
し
て
、今
後
十
年
間
に
わ
た
っ
て
諸
国
を

自
由
に
遊
学
で
き
る
許
可
を
与
え
た
の
だ
。

こ
れ
は
、藩
主
慶
親
の
は
か
ら
い
で
、松
陰
に

対
す
る
温
情
と
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

萩城址
日本海に突き出した指月山の山麓に築かれた。本丸の石垣が残っている。

玉木文之進画像
（生没：1810～1876）

妹の文の様子を尋ねる
母滝あての松蔭の手紙（萩博物館蔵）

ペリー提督・横浜上陸の図

るいしゅうちょう

松下村塾発祥の建物  玉木文之進旧宅（山口県萩市） 萩の藩校・明倫館の正門（山口県萩市）

幼少時から学問に目覚め能力を発揮

０２０４０５

吉
田
松
陰
の
足
跡

吉
田
松
陰
の
足
跡

御前講義（松陰先生絵伝より）

みや べ て い ぞう



　
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）五
月
、松
陰
は
四

国
、関
西
の
遊
学
を
終
え
、再
び
江
戸
に
戻
っ

た
。そ
の
翌
月
、ペ
リ
ー
艦
隊
が
浦
賀
に
来
航

す
る
。松
陰
は
久
里
浜
に
上
陸
し
た
ペ
リ
ー

が
、ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
親
書
を
幕
府
側
に

手
渡
す
光
景
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。ア
メ

リ
カ
の
高
圧
的
な
態
度
に
松
陰
は
憤
慨
し
、

幕
府
の
対
応
を
批
判
、長
州
藩
主
に
対
し
率

先
し
て
外
国
の
掃
討
を
行
う
よ
う
求
め
る
意

見
書
を
出
し
た
。脱
藩
の
罪
を
犯
し
て
間
も

な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、松
陰
は
自
ら
の
意
見

を
臆
す
る
こ
と
無
く
藩
に
ぶ
つ
け
て
い
っ

た
。松
蔭
自
身
は
、こ
の
行
動
を「
快
挙
・
猛

挙
」と
評
し
た
が
、藩
内
で
は「
愚
挙
」と
批
判

さ
れ
、松
陰
へ
の
風
当
た
り
は
強
く
な
る
の

だ
っ
た
。

　
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
一
カ
月
後
の
同
年
七

月
、長
崎
で
は
ロ
シ
ア
艦
隊
が
出
現
し
開
国

を
求
め
、そ
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
松
陰
は
密

航
を
計
画
し
長
崎
に
向
か
っ
た
。日
本
を
威

嚇
す
る
外
国
の
情
勢
を
知
る
た
め
に
、国
禁

を
犯
し
て
も
渡
航
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

の
強
い
決
意
だ
っ
た
。松
蔭
は
長
崎
港
に
十

月
末
に
到
着
す
る
が
、わ
ず
か
三
日
前
に
ロ

シ
ア
艦
隊
は
出
港
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。密

航
計
画
は
空
振
り
に
終
わ
っ
た
が
、諦
め
き

れ
な
い
松
蔭
は
、ペ
リ
ー
が
安
政
元
年（
一
八

五
四
）に
再
来
日
し
た
際
、松
代
藩
の
軍
議
官

（
参
謀
）・
佐
久
間
象
山
を
訪
ね
密
航
を
指
南

し
て
も
ら
う
。

　
ペ
リ
ー
艦
隊
は
開
港
が
決
ま
っ
て
い
た
伊

豆
の
下
田
に
停
泊
し
て
お
り
、同
年
三
月
二

七
日
、松
陰
と
同
行
の
金
子
重
輔（
長
州
藩
の

志
士
）は
下
田
に
上
陸
し
て
い
た
ペ
リ
ー
艦

隊
の
船
員
に
渡
米
嘆
願
の
書
状（
投
夷
書
）を

手
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。そ
し
て
同
日
の
深

夜
、漁
師
の
小
舟
を
盗
み
黒
船
目
指
し
て
漕

ぎ
出
し
た
。や
っ
と
の
思
い
で
旗
艦「
ポ
ー
ハ

タ
ン
号
」に
た
ど
り
着
き
、松
陰
は
ペ
リ
ー
に

米
国
行
き
を
懇
願
。ペ
リ
ー
は
二
人
の
勇
気

を
讃
え
た
が
、日
米
は
条
約
を
結
ん
だ
ば
か

り
で
、密
航
者
を
乗
船
さ
せ
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
と
拒
否
し
、二
人
に
退
艦
を
命
じ
た
。

　
二
人
は
通
訳
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
が
用
意
し

て
く
れ
た
ボ
ー
ト
で
海
岸
ま
で
送
り
届
け
ら

れ
、密
航
は
未
遂
に
終
わ
っ
た
。目
的
が
果
た

せ
ず
落
胆
し
た
が
、こ
の
場
所
か
ら
早
々
に

離
れ
な
い
と
捕
ま
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
っ

た
。二
人
は
、盗
ん
だ
小
舟
に
刀
や
荷
物
を
載

せ
て
い
た
の
で
、小
舟
を
必
死
に
な
っ
て
探

し
た
が
、と
う
と
う
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。行
方
を
く
ら
ま
す
に
も
、無
一
文

で
は
こ
の
先
ど
う
に
も
な
ら
ず
、小
舟
の
荷

物
に
は
密
航
企
て
の
証
拠
や
象
山
か
ら
の
送

別
の
書
状
も
あ
っ
た
た
め
、発
覚
す
れ
ば
捕

ま
る
こ
と
は
免
れ
な
い
と
逃
げ
る
の
を
諦

め
、地
元
の
名
主
宅
に
自
首
す
る
の
だ
っ
た
。

松
陰
は
下
田
の
獄
中
で
、次
の
句
を
詠
ん
だ

と
い
う
。

「
世
の
人
は

　
　
よ
し
あ
し
事
も

　
　
　
　
　
い
は
ば
い
へ

　
賤
が
誠
は

　
　
　

神
ぞ
し
る
ら
ん
」

（
世
間
の
人
は
好
い
悪
い
を
言
い

た
け
れ
ば
言
え
ば
い
い
、自
分
が

国
を
思
う
誠
の
心
は
神
の
み
が

知
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
の
だ
。）

　
密
航
は
果
た
せ
な
か
っ
た

が
、自
ら
の
信
念
を
貫
き
通
す

た
め
に
は
、恐
れ
る
こ
と
は
何

も
な
い
、行
動
に
移
す
こ
と
で
道
が
開
け
る
、

と
す
る
松
陰
の
姿
が
、周
囲
に
強
い
影
響
を

与
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

さ

く

ま

ぞ

う

ざ

ん

か
ね
こ
じ
ゅ
う
の
す
け

了
仙
寺
（
下
田
市
）

下
田
条
約
締
結
の
場
。

長
楽
寺
（
下
田
市
）

日
露
和
親
条
約
締
結
の
場
。

 ペリー艦隊来航記念の碑
 （静岡県下田市）

松陰の隠れ家
（下田市蓮台寺）
松陰が黒船に密航を企てた際
に下田で潜んでいた家。医師村
山行馬郎（ぎょうまろう）家の母屋
だった建物で、松陰が潜んだ2
階の隠れの間などが、当時の
状況のまま保存されている。

黒船観光船 下田港をめぐる黒船に模した観光船

松陰 金子 銅像（下田市柿崎）
松蔭と金子重輔が密航を実行する朝の姿・銅像
「踏海の朝」

弁天島（下田市柿崎）
松蔭が潜伏していた弁天島。小舟を調達して島の
岩陰から黒船への接触の機会をうかがっていた。

ペリーロード（下田市）
ペリーロード　マシュー・ペリーが条約締
結のため上陸した際、会場の了仙寺に向け
て一行が歩いた道。

下田港の全景
伊豆半島先端に位置する下田港は、周辺海域が激しく荒れるため、海難事
故が多発することから、古くから海の避難場所として伊豆半島を通過する
船や近隣の漁船に利用されている。

し
ず

松陰拘禁の跡（下田市）

下田

静岡県

下田

松陰投宿の跡

松陰の関連史跡の
大半は、伊豆急下
田駅から徒歩15分
位の場所に点在し
ています。ペリー
ロードは、明治時代
の面影が感じられ
ます。踏海の朝の
像と隠れ家は、車か
バスを利用します。

下　田
散 策

ミニガイド

静岡県
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未
遂
に
終
わ
っ
た
黒
船
へ
の
密
航
計
画

未
遂
に
終
わ
っ
た
黒
船
へ
の
密
航
計
画



信念を曲げずに「義」を保つ松陰

泉岳寺の山門（東京都港区）
松陰が学んだ山鹿流の開祖・山鹿素行は、
赤穂藩でも軍学を教えていたことがあり、
松陰は赤穂義士に親しみを持っていたよ
うである。義士と自らの境遇を重ね合わ
せ、後世に残る歌を詠んだ。

赤穂義士の墓（東京都港区）

野山獄（萩市今古萩町）松陰が1年2ヵ月間在
牢した。当時の野山獄舎は、犯罪人は少数で、
何らかの理由で隔離したいときに使われるこ
とが大半だった。獄内には教養の高い人物も
おり、松陰の教えに関心が高まっていった。

岩倉獄（萩市今古萩町）金子が囚われ入獄して
いたが、劣悪な環境が災いし護送中に発した
病が悪化、落命した。

杉家の幽囚室（萩市椿東）
野山獄を出たあと、松陰は実家の一室に幽囚され、そ
こでも家族や親せきに学問を教えた。この後、安政4
年（1857）11月に松陰主宰の松下村塾が開かれる。

吉
田
松
陰
金
子
重
輔
像
（
萩
市
椿
東
）

松
蔭
誕
生
地
の
近
く
に
あ
る
松
蔭
と
重
輔
の
銅
像
。松
蔭
の
精
神
は
様
々
な
形
で
受
け
継

が
れ
、維
新
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

吉田松陰
ゆかりの地を巡るコース
萩には幕末の雰囲気が
随所に残っています

　
黒
船
へ
の
密
航
が
叶
わ
ず
、下
田
番
所
で

取
り
調
べ
を
受
け
た
松
陰
と
金
子
は
、安
政

元
年（
一
八
五
四
）四
月
十
日
、江
戸
の
伝
馬

町
牢
屋
敷
に
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。死
罪

を
も
覚
悟
し
た
松
陰
は
、護
送
の
籠
が
江
戸

に
入
り
、高
輪
泉
岳
寺
の
門
前
を
通
る
と
、次

の
句
を
詠
じ
た
。

　「
か
く
す
れ
ば

　
　
　
か
く
な
る
も
の
と
し
り
な
が
ら

　
　
　
　
　
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
　
大
和
魂
」

（
こ
う
す
れ
ば
、こ
う
な
る
と
わ
か
っ
て
い
る
が
、

止
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
が
大
和
魂
な
の
だ
）

　
泉
岳
寺
は
赤
穂
義
士
が
眠
っ
て
い
る
。義

士
と
自
分
自
身
を
重
ね
合
わ
せ
、「
義
」を
貫

く
に
は
行
動
が
必
須
で
あ
り
、国
を
思
う
心

な
の
だ
、と
心
境
を
吐
露
し
た
の
だ
っ
た
。父

の
百
合
之
助
は
、松
陰
の
密
航
計
画
に
理
解

を
示
し
た
と
い
う
。牢
獄
で
は
、黒
船
に
乗
ろ

う
と
し
た
松
陰
は
囚
人
の
注
目
の
的
で
、そ

の
話
を
聞
か
せ
る
と
感
激
し
た
そ
う
だ
。ま

た
、学
問
へ
の
意
欲
は
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、

獄
中
で
も
読
書
は
欠
か
さ
な
か
っ
た
。

　
松
陰
は
死
罪
を
覚
悟
し
て
い
た
か
ら
、幕

府
の
取
り
調
べ
に
対
し
て
は
、す
べ
て
自
分
の

罪
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。事
件
か
ら
半
年
後

の
九
月
十
八
日
に
下
さ
れ
た
判
決
は
、意
外
に

も
国
元
で
の
蟄
居
と
い
う
軽
微
な
も
の
だ
っ

た
。松
陰
の「
国
を
思
う
」と
い
う
純
粋
で
建
設

的
な
動
機
が
、取
調
官
の
心
証
を
良
く
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
。松
陰
と
同
行
し
た
金
子
重
輔

に
も
、萩
で
の
蟄
居
が
言
い
渡
さ
れ
、二
人
は

萩
へ
護
送
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
江
戸
か
ら
松
陰
と
金
子
を
乗
せ
た
籠
は
同

年
十
月
二
十
四
日
に
萩
に
到
着
す
る
。長
州

藩
は
幕
府
が
下
し
た
判
決
で
あ
る
自
宅
謹
慎

と
は
せ
ず
、二
人
を
牢
獄
に
入
れ
よ
う
と
し

た
。藩
は
幕
府
に
厳
し
く
対
処
す
る
と
こ
ろ

を
見
せ
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。百

合
之
助
は
自
宅
で
の
謹
慎
を
願
い
出
る
が
聞

き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。松
陰
は
士
分
の
た

め「
上
牢
」の
野
山
獄
に
、金
子
は
士
分
で
は

な
い
の
で
百
姓
牢
の
岩
倉
獄
に
入
れ
ら
れ

た
。金
子
は
、江
戸
か
ら
の
護
送
中
か
ら
重
い

病
に
苦
し
み
、獄
中
で
二
十
五
歳
の
生
涯
を

閉
じ
、盟
友
の
死
に
松
陰
は
悲
嘆
に
暮
れ
た
。

松
陰
が
野
山
獄
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
は
一

年
二
ヵ
月
で
、こ
の
間
、学
問
へ
の
探
求
心
は

さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
っ
た
。自
ら
の
密
航
事

件
を
綴
っ
た
回
顧
録
を
執
筆
し
、六
百
冊
以

上
の
書
物
を
読
破
し
た
と
い
う
。ま
た
、囚
人

た
ち
に
は
孟
子
を
講
義
し
、国
防
の
具
体
策

と
い
っ
た
時
事
問
題
も
議
論
し
た
と
い
う
。

書
物
を
差
し
入
れ
た
の
は
兄
の
杉
梅
太
郎
で
、

松
陰
の
家
族
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
理
解

者
だ
っ
た
。家
族
の
愛
情
を
感
じ
な
が
ら
、国

を
守
る
思
い
に
ふ
け
り
、再
起
を
期
す
た
め
の

学
問
三
昧
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
安
政
元
年
十
一
月
、松
陰
が
野
山
獄
に

入
っ
て
い
た
時
、獄
中
に
い
た
唯
一
の
女
因
。

当
時
３７
歳
で
在
獄
２
年
だ
っ
た
。長
州
藩
士

高
須
某
の
未
亡
人
で
、素
行
上
の
問
題
で
家

族
か
ら
の
借
牢
願
い
に
よ
り
入
れ
ら
れ
た
と

い
う
。久
は
、封
建
社
会
に
お
け
る
女
性
軽
視

の
犠
牲
者
と
も
い
え
る
。松
陰
が
釈
放
さ
れ

る
と
き
、久
は

「
鴫
立
っ
て
あ
と
淋
し
さ
の
夜
明
け
か
な
」

の
送
別
句
を
贈
っ
た
。ま
た
、安
政
六
年（
一

八
五
九
）、松
陰
は
江
戸
の
伝
馬
町
獄
舎
に
護

送
さ
れ
る
際
、久
に
あ
て
て

「
箱
根
山
越
す
と
き
汗
の
出
で
や
せ
ん

　
　

君
を
思
ひ
て
ふ
き
清
め
て
ん
」

と
別
れ
の
句
を
詠
じ
た
。ま
た
俳
句
と
し
て
は

「
一
声
を
い
か
で
忘
れ
ん
ほ
と
と
ぎ
す
」

久
の

「
手
の
と
は
ぬ
雲
に
樗
の
咲
く
日
か
な
」

の
応
答
が
あ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
在
獄

中
、松
陰
と
久
の
間
に
恋
愛
関
係
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
の
説
が
あ
る
。
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縛
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縛
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孟
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え
る
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